
年度　授業計画（シラバス）

14 時間(単位)

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定

プリゼンテーション（３～４名）
chapter９外科

授業を
通じての
到達目標

学校英語と実用英語の相違を知る

各コマに
おける

授業予定

プリゼンテーション（３～４名）
chapter１０検査と処置

2023

基礎分野 授業の方法 講義
授業時数(単位数)必修

毎回授業の最初に、前回の授業内容の確認（テストの時もあり）をするので復習しておくことが必要

試験と自己表現力及びプリゼンテーション力
それぞれ８０％、２０％

第
4
回

科  目  名

看護学科

英語と英会話　医学英語

科　目　区　分

医療英語コミュニケーション　ILC社

１．基礎的な看護に関する英語を学習し、語彙・文法・会話のバランスのとれた基礎英語力を身につける
２．海外研修時に必要なコミュニケーション力を身につける

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

１学年 教室名

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
5
回

第
2
回

テキスト
・個人発表の準備
・基礎英語（主に動詞）
の復習

第
3
回

テキスト
・個人発表の準備
・読解力の見直し

内　　　容

中学３年間で学習すべき基礎英語がどれ程身についているか
を各自チェックして実力を知る

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

テキスト
・個人発表の準備
・文法と語順の復習

授業を
通じての
到達目標

基礎文法で何が理解できていないかを具体的に知る

文法、語彙の習得だけではなく、実用化できる事が重要。又、英語を使う人々の考え方（広い意味での「文化」）も合わせて
習得して欲しい

担 当 教 員 岡島　加代子
実務経験と

その関連資格
語学学校講師
英語検定試験　1級/TOEIC　975点

テキスト
・個人発表の準備
・P.43 P.44の復習と確
認

授業の概要説明・ウォーミングアップとして基礎英語の確認

授業の
方法

第
1
回

授業を
通じての
到達目標

診察時に必要な表現の習得

各コマに
おける

授業予定

３～４名のプリゼンテーション（１人ずつ）
chaputer７内科（１）

授業を
通じての
到達目標

読解・会話に必要な文法の見直し

各コマに
おける

授業予定

プリゼンテーション（３～４名）
chapter８内科（２）



第
14
回

第
12
回

第
13
回

授業を
通じての
到達目標

第
10
回

第
11
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
8
回

第
9
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

テキスト
・個人発表の準備
・これまでの復習プリゼンテーション（３～４名）

総復習

・個人発表の準備
・実務で必要とされる知
識の確認プリゼンテーション（３～４名）

chapter１１救急患者

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定

第
15
回

授業を
通じての
到達目標

これまで学習した内容の再確認

各コマに
おける

授業予定

テキスト

授業の
方法 内　　　容

授業を
通じての
到達目標

知識としての英語を実用化する

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定


